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１．概略

日本材料学会Ｘ線材料強度部門委員会・溶接部残留応力測定小委員会におけるラウンド

SM570 SUS304 17 8ロビン試験として、２種類（ および ）の溶接試験体について平成 年

月に残留応力測定を実施した。

２．測定方法

２．１ 試験体

試験体は、 および ともに のものを使用した。外観を図１および図SM570 SUS304 No.1

２に各々示す。

２．２ 測定方法

測定条件を表１に示す。測定装置は（株）リガク を使用した。検出器にはシMSF-2M

ンチレーションカウンターを用い、ステップスキャンで測定を行った。測定方向は、ビー

ドに平行な方向をｘ方向、垂直な方向をｙ方向とした。なお、応力測定の際には試験体は

固定したままで、反りやビードの傾きは修正していない。

３．測定結果

図３に の結果を、図４に の結果を各々示す。また、表２には各測定値SM570 SUS304

を示す。



図１ 試験体外観（ ）SM570-1

図２ 試験体外観（ ）SUS304-1

表１ 残留応力測定条件

SM570-2 SUS304-2

Cr管球

特性Ｘ線 α βCrK CrK

30kV管電圧

8mA管電流

走査法 Ψ一定法、並傾法

148-162deg 142-154deg測定範囲

0.5 degサンプリングステップ

1 sec 2 sec測定時間

0,18,27,33,39,45,51 degΨ角

揺動 なし

4 6 mmビーム形状 ×

211 311回折面

-297 MPa/deg -366MPa/deg応力定数



図３ 残留応力測定結果（ ）SM570-1

図４ 残留応力測定結果（ ）SUS304-1
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表２ 残留応力測定結果

SM570-1
溶接線中央か
らの距離(mm) σx ± σy ±

1 30 54.8 7.5 96 5.8
2 20 72.3 8.1 78.4 2.2

母材 3 15 99.8 6 55.6 3.9
（上側） 4 11 105.5 5.1 -56.8 9.8

5 8 88 1.4 -37.5 7.3

6 4 113.3 14.3 254.7 22.4
ビード 7 0 173.8 8.4 334 6.9

8 -4 125.7 14.7 105 16.9

9 -8 80 6.2 -86.6 4.9
10 -11 99.3 2.7 -16.2 7.5

母材 11 -15 109.8 6 56.6 6.6
（下側） 12 -20 98 10.4 62.4 3.8

13 -30 92.2 10.3 48.2 7.5

SUS304-1
溶接線中央か
らの距離(mm) σx ± σy ±

1 30 -492.9 66.2 -277.3 74.2
2 20 -326 73.4 -80.2 119.9

母材 3 15 -221.1 62.8 288.2 61.3
（上側） 4 11 93.3 34.5 399.4 37.5

5 8 120.8 36 60.4 63.5

6 4 -20.4 32.2 -41 37.5
ビード 7 0 -53.7 36.4 -66.6 5.9

8 -4 -43.4 27.2 -22.5 13

9 -8 69.1 43.9 429.8 57.7
10 -11 108.8 37.1 477.1 41.2

母材 11 -15 -28.3 68.3 319.4 83.5
（下側） 12 -20 -314.4 40 132.7 160.1

13 -30 -489.6 72.2 -257.6 103.4


